
 

 
 
 
        

庄原市教育委員会 
                教育長 牧原 明人 

  

             窓の灯の草にうつるや虫の声  （正岡子規） 

 
            秋。スポーツの秋、文化・芸術の秋、食欲の秋、そし

て読書の秋。と言われるように、大変過ごしやすく活発な活動ができる季節です。

子供たちの活躍の中から２つ紹介します。 

 

１つ目は、９月５日（土）、広島市で開催された「少年の主張・中学生話し方大会」

において、西城中 第３学年 鋳鍋和希さん「受け継ぐ覚悟」の発表が、最優秀賞・

県知事賞を受賞したことです。おめでとうございます。米づくりをする父の姿に憧

れ、自分もその仕事を受け継ぐ思いや覚悟を熱く語りました。 

 

２つ目は、９月１１日（金）・１２日（土）に開催した「科学研究作品展」のこと

です。夏休みなどを活用し、多くの子供たち（６２６人）が、科学研究に挑戦しまし

た。研究された作品を審査し、市役所市民ホールで特選・入選作品を紹介しました。

身の回りに起きていることに疑問を持ったことや興味・関心を持ったことなどにつ

いて、テーマを決め、仮説を立て、様々なアイデアを生かして研究を深め、結論を導

いていました。優れた研究がたくさんありました。 

 

さて、今回は、平成２６年度から続けて開催している「教育フォーラム」のことで

す。庄原市ＰＴＡ連合会と共催し、市民の皆様とともに、将来を担う子供たちの育成

について一緒に考える機会となるよう様々な内容をつくってきました。 

 

今回は、これまで特に力を入れ推進してきている「読書」をテーマに開催します。 

  

 

 

 

 

 

本を読むこと…。子供たちもおとなも一緒に本を読む習慣を！ 

本は世界に通じる窓です。本を読むと誰にでも会え、どこにでも行けます。読んだ

本の数だけ体験できる世界や創造力は広がっていきます。読書によって私たちは、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かにできます。 

本には力があります。本を読んで、物の見方や考え方が変わることがあります。本

には、深く感動する、強い衝撃を受ける、共感する、反省させられる、考えさせられ

るなど、人生に影響をもたらす力があります。 

もう一度、読書の魅力、素晴らしさ、良さについて話し合ってみましょう。 

 

※ 次ページ：９月の活動等の中から、一部写真で紹介します。 

 

令和８年１０月号 

実りの秋・りんご 

（高野町） 

令和８年度 教育フォーラム テーマ「読書」 
１ 日 時：１０月１７日（土） １３：００～１６：０５ 
２ 会 場：みどりしんきんホール（市民会館大ホール） 
３ 内 容：小学生「図書委員会の発表」  中学生「ビブリオバトル」 
４ 講 演：「こどももおとなも絵本で元気！」 講師 絵本作家 長谷川義史 氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 ９月 ： 活動など ちょっぴり紹介 

９月３日（木） 第５４回 水庄展 鑑賞 

９月１１日（金） 令和８年度 科学研究作品展 

９月１５日（火）  

力作の段ボール作品 

サクソフォン  

●西城中 第３学年 

  難波龍希さんの作品 

９月１８日（金） 地域公開研究会 授業（算数科）参観 （山内小） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２４日（木） 第１２回 庄原書道 墨友会展 鑑賞 

９月２５日（金）  

日本哺乳類学会功労賞受賞報告 

「比婆科学教育振興会」 

「比和自然科学博物館」 

９月１３日（日）、岩手県民情報交流 

センターにおいて表彰式がありました。 

おめでとうございます。 

９月２８日（月） 全国大会等出場者壮行式 （市役所市民ホール） 

９月２９日（火） 教育研究会 授業参観・研究協議（東小） 


